


イタリア生まれのイギリス人写真家フェリーチェ・ベアト（1834～1909）は、文久３年（1863）に来
日し、幕末・明治初年の列島各地の風景や、そこに暮らす人びとの姿を写しとった人物として知られ
ています。富士山も日本を代表する被写体のひとつであったようです。彼が各所から撮影した写真を
手がかりに、当時の富士山や山麓の生活、さらには富士信仰について考えてみたいと思います。

■開催場所■

〒 401-0301 山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1
富士山世界遺産センター 南館 富士山ステーション
■観覧料■
無 料
■会期中の休館日■
令和７年８月２６日（火）
■開館時間■
７月・８月 ８：３０～１８：００
９月 ９：００～１７：００

＊閉館30分前までにご入館ください。

■問合せ先■

TEL 0555-72-2314 FAX 0555-72-2337
WEB http://www.fujisan-whc.jp

あつぎ郷土博物館ベアト写真帳

「須走町からの富士」
富士山かぐや姫ミュージアム

「吉田町からの富士」 ベルナール・ビュフェ美術館


	スライド 1
	スライド 2

